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事由がその 10 年間のトレンドを支配します。直近の 2011 年には 3.11 が
あり、大震災、大津波、そして原発メルトダウンへの政府の対応について
は、国民からの信頼が損なわれるという事態がありました。このトレン









た。1952 年 4 月 28 日に平和条約が発効し、融資の返済を終えたのが 60





































































新しいビジネスモデルの会社を牛耳っている人達は、amazon とか google と














































































います。一人当たり GDP が 8 千ドルくらいで、これからインターネット
で買い物をしたり、大規模な大衆消費の始まる段階に来ています。
　では政治的なパートナーとして見るとどうか。今、北朝鮮の問題で中国
とアメリカ、そしてロシアも含めて、この 3 大国が睨み合っています。睨
み合っているというのは、地政学的に、朝鮮半島に非常に強力な統一国家
が出来るとなれば、中国、ロシア、日本、米国にとっても脅威になりま
す。日本はアメリカとの同盟関係があります。一方、アメリカとロシアに
は将来シェールオイル、エネルギー資源で利益を共有していく関係があり
ます。中国は、ロシアやアメリカ、日本にとって巨大な消費市場で魅力的
ではあるけれども、市場参入については欧州も含めて各国、熾烈な競争に
21世紀資本主義のゆくえ〜世界経済の動向〜
23
なります。ですから地政学と経済と政治の問題で、中国をどう見るかとい
うのは一枚岩的には言えません。
　10 月に第十九回全大代があります。習近平さんの第二次体制が固まる
と見られています。そして、今後どうなるか。中国の経済自体も不動産バ
ブルがいつ破綻するかといった国内の問題も抱えています。世界の経済情
勢も、ロシア、中国、アメリカ、この 3 大国の動きを見て判断していく必
要があります。何よりも朝鮮半島の問題が身近に差し迫っています。
齋藤学部長　よろしいですか？　ありがとうございました。時間が限られ
ていますので、質疑応答は今の３つをもって終了とさせていただきます。
大井先生、本日は長時間にわたりましてご講演いただき、ありがとうござ
いました。外が暑そうなので、熱中症にならないようにお帰りください。
これで講演会を終わります。
大井先生　どうもありがとうございました。
